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アパレルものづくり変遷50年と現在 ・未来

経済工学リサーチ 主 宰 河 内 保 二

1 は じめに

アパレルものづくりは,1953年 (昭和28年)

から日本標準産業分類により衣服製造業に分類

され,50年 前には衣服および身の回り品製造業

に分類されていた ア パレルという呼称は1976

年 (昭和51年)か らで1 ものづくりと呼ばれる

ようになったのは,1990年 代後半からである

現在は政府が消費者庁創設を進めている ア パ

レルものづくりはこの50年の間に名称の変りが

象徴するように変速してきた 本 文は前半にど

のような変遷で50年を経てきたかを暦年で回顧

し,後 半に現在の状況と未来の展望を述べてい

る

2 縫 製工をのスタート

戦後の構製工場はほとんど旧軍需工場で,限

られたものであった 民 間の経製作業は家庭月

ミシンを使った家庭内駿で工場以前の形であっ

た 民 間の経製工場が構成されたのが,本 学会

創設の5年 ほど前からであった

1955年頃 こ の頃よりわが国の高度経済成長

時代が始まり。以後約20年間続くことになる

それまで日本では家庭内験による衣服製造が大

きなウェイトを占めており。人材は主として洋

我学校が教育した 当 時,衣 服製造は家庭用ミ

シンによる家庭内職を腕して,工 業用ミシンを

使用する工場生産へ移行し始めた こ うして生

産力が増大し,工 業製品が大量に供給されるに

従って,消 費に関する関心も高まってきたわけ

である

19584F こ の年の経済白書が にもはや戦後で

はない」と明記 窪 製業界関係では合機ミシン

未生産販売開始,不 織布の生産が始まった

1957年 こ の電 施製作業場では, ミシンの

作業台として 1台のモーターで複数台のミシン

を駆動する運動台が使用されてきたが, ミシン

1合にモーター 1台の単動合が出現して,こ れ

が使用されるようになった

9ヽ弱年  「鍋底景気」という不況となり,繊

維業界は不況対策想議会開催 経 製現場では能

率を向上させるシンクロシステムの導入が本格

化した ア メリカ向けワングラーブラウスが大

量に輸出されたのはこの頃であった

1959年11月 経 製能率研究所発足 衣 服製造

が内職仕事から工場生産へと移行し始めた時期

に、同研究所はジューキンンクロシステムの導

入指導に当たった

3 所 得倍増計画と消費拡大030年 代

1960年 こ の年,当 時の池国内閣は国民所得

倍増計画を閣議決定した 当 時は合機の発達と

ともに,洋 装,和 装を問わず。あらゆる織雄品

が国ヨ ヒされて しかも紡 毛崩 合繊メーカー

などが率先して,国 内の衣料需要の充足のため

に生産するようになっていた 大 手製造卸は地

方に自家工場を建設するようになり,縫 製団地

も造成された ア メリカの大量生産販売にならっ

て,単 品大量生産販売が広がった そ れととも

に, もはや`消 費者を無視して織推 ・衣服産業

は成立しえなくなった 同 業界の消費者指向の

高まりが, この年の機推製品消費科学会の創設

の背景にあったとされている

1961年 独 パフ社は創立ll ll周年記念て経製

のオートメ化研究開発の夢のミシン 「トランス
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ファーストサ=卜 ・マシンJを 発表した

1962年ごろ シ ームレスストッキング大ブー

ムとなった 経 製技術の点から驚い日のない接

機製品という分野に目を開かせられた 工 業用

ミシン革独駆動のクラッチモーターにストップ

モータとが加わった

1983年 当 時j綿 筋業界は,今 後消費者によ

り近づくため衣村品分野への進出は必至である

とし,消 費者指向を打ち出した'

1964年 東 京五韓の年 経 製二塩にバンドル

システムが採用され始め, ブラザーミランによ

り広められた 機 製品質面ではパッカリングの

発生が問題となった

1965年 ポ スト五輸不況となり,大 量生産す

大重販売が破綻 東 京五特はこれを当て込んだ

業界の商戦がことごとく失敗に終わり,そ れ以

路 合繊メーカーのキャンペーンも先細りになっ

た 経 製工場は手軽に起こせるのがアタとなり,

驚製工場間の担当競争が業界問題となった

1986年 東 京五特不況を腕していざなぎ景気

に入ると,製 造業界は大手不足になった 工 業

用ミシンは特定機械工業振興臨時措置法の指定

業種となり。政策として輸出競争力の強化 (エ

業用ミシンでは量44Lコ ストダウン)か ら性能

向上 (縄い速度高速化)へ 移った 工 業用本縫

いミシン最高速度は5,mO針 /分 に達した

1967年 7月 25回 特 定繊維工業構造改善臨時

措置法が制定され,繊 維工業の構造改善の取り

組みが始まった

1988年 主 要繊維12団体が対米織雄輸出対策

協議会を結成した JUKIは 窪製作業マテハン

省力化のPCS(ピ ックアップjク ランブ,ス

タヴカー)シ ステムを発表した

laCO年代半ばには,消 費が拡大しカラーテレ

ビ (Color tele■aslcu)・ クーラー (い oier)・

自動車 3種 類の所久消費財が新 ・三種の神器

(3C)と して喧伝された

1989年 フ ァッションビジネスの用語が使わ

れ始めた 工 業用自動来切り付き本経いミシン

が発売された 同 年。本学会より 「最新能理科

学」が発行され,筆 者もgt道 一先生と連名で

寄稿したことを儀かしく思う 当 時の教材は洋

裁実技テキストやミシン使用ガイドなどの実務
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書が主であったが,籍 製と消費特性の科学的研

究を内容とする科学図書として出版された

19的年～1970年半ば 日 米強維交渉歳行

昭和43～的年代にす洋腰の本格化と共に,高

度な技術力やデザインカに力点が置かれ始め,

既製服普及が決定的な要因となり家庭洋裁や町

の洋裁店はその任務を終えるに三る

4 フ ァッションとアバレル

70年代後半, 日米織稚交渉妥結の後,絵 維 ・

衣服産業の輸出競争力喪失となる

1970年 カ ットアンドソーの用語始まる 大

阪万博が開催され,同 博では筆者も協力した太

陽工業によるテント構造物が目立ち,縫 製や高

周波接着による加工が行われた こ の技術は今

日の東京 ドームなどの屋根の加工に結実してい

る ま たぅ筆者はこの年 1月 ,ア メリカボスト

ンのUSMC社 研究所に経製ロポット (ファブ

リック・フィーダー)の 研修のため出張したの

を思い出す

1971年 工 業用ミシンは特定機械 ・電子工業

振興臨時措置法対象業種に指定され,同 機電法

による機械産業政策として性能向上策からメカ

トロニクス策 (工業用ミシンでは自動未切り化)

へ移行した 同 年 5月 ,第 6回 ITMAパ リ展

で日米伊よりNCミ ンンが世界最初に出展され

た 筆 者はジューキNCミ シンおよびドレスシャ

ツカフスボタン穴かかり機カフス供給ロボッ

トリ出展にアテンドし,同 展の熱気を直に感じ

た 同 展では米国NC自 動裁断装置も展示され

た 同 年 8月 , ドルショックが襲う 同 10月,

日米織維交渉妥緒 同 12月,政 府は機維観定に

よる機雑産業技害救済費1.278億円を決定した

1972年 態 維 ・衣服産業設備廃棄事業開始

1973年 高 度成長止まる 繊 維ビジョン 「70

年代の機維産業のあり方J答 申――労働集約作

業から知識集約作業への方向か示された

1974年 オ イルショック不況 同 年 5月 `強

維工業構造改善臨時措置法が公布された

1975年 ダ ニエル・ベルの 「BL二業化社会の

到来」が発行された こ の頃よう紳士慶劉浩業

界ではCAD導 入が始まった 伊 工業用ミシン

メーカーのリモルディ社は米資本アメリカン・
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スペシャル社をJUKIが 員収した

,989年 既 製衣料品のサイズ及び表示に関す

る通貝Ⅲ(JIS L 0103 1989)が制定された

6 バ ブル崩壊不況時代

日本における失われた10年 (1991年頃～2002

年頃)と は,1990年 1 にヽおいて1バ ブル景気の

崩壊以降の長期不況の時代を指す言葉である

アバレルものづくり業界にとっても,厳 しい長
い不況の時代であった

1990年 コ モディティ化で工業製品の価格崩

壊 自 動縫製ンステム開発プロジェクトが終了

を迎えた

1991年 通 産省 「ファッション大国への道J

発表 フ ァッション産業人材育成機構設立 も
のづくりではセル生産指導始まる ア パレル生

産ピータとなり,″ ブヾル崩壊不況か襲う ア パ

レルものづくりは衰退時期に人った

1991年 独 デュルコップ・アドラー社は米ア

メリカン。ロックウェル社の傘 ドに入る

1992年 独 パフ社は香港資本セミティック社
に買収された

1993年 新 繊維ビジョン 「今後の機雑産業お

よびその施策のあり方Jが 答中され,繊 維産業
のクィック・レスポンスイ[の促進が図られるこ

とになった マ イケル・ハマー営 「リエンジエ

アリングr命 Jが 発行された 碗 コンベアシス

テムの動きが起こった 日靖紡より形態安定シャ

ツが発売された

1994年4月 績 維工業客議会を級ltL産業審議

会を改称された 同 年 2月 より筆者は日清紡形

態安定シャツ縫製法の技術顧FH3を勤めた 当 時
の全国経製産地の状況を筆者は調査しまとめて

リポートしたⅢ

1995年 鳥精機は世界初の無縫製型ヨンピュー

タ枝編機 SWCを 開発し, 第12回 ITMA展

(ミラノ)に 出展しぅ注日された

1995年3月 繊 維学会 ・機械振興協会により

まとめた 「平成 6年度次世代繊維産業技術課題

調査研究報告書J(筆 者も報告に参加し、経製

産業の自立化を提言)が 発刊された

1996年 こ の年の業界の十一ワードはクィッ

クレスポンスであった

Vo150 No10(2009)
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1997年 こ の年の夏以降Ⅲ ク イ国通貨バーツ

下落に端を発するアジア通貨危機が起った 筆

者は織維機械学会創立50周年に導たり1 同学会

誌に 「縫製の50年」を青稿したⅢ

1998年 こ の年 筆 者は景気の状況を不況暗

雲列鳥と名付けて論じ ア パレル産業の'き る

道を 略 業化産Jと 造語して論じた'

1999年 島 精機は第13回ITMA展 (パリ)

に無絶製型コンピュータ横編機 SWG V,

S VヽG―X,SヽVG―FIRSTの ラインアップを出品

し 国 際的に高い評価を得た

同年 6月末 繊 維産業構造改善臨時措置法と

繊維産業審議会か廃止となり,繊 維産業構造改

善事業協会が廃止された

1999年9月 米 シンガー社は会社更正法適用

中請した

7 確 造改革期

聖域なき構造改革を標拷して小泉首相就任の

2001年4月から首相退任時の2006年9月まで,

小さな政府へと椛か切られた 2000年に入って

から,わ が日のアパレル業界は縫製工場の中FI

進出か盗んとなった

2000年 「 イッセィミヤケJょ り 「A POCJ

技術プロジェクトが開発され! これまでとは全

く異なる一体成型によるニットと紙物の無縫製

服作りが発表された

2001年1月 経 済産業省に改称され,組 織が

再編された 級 雑 ・縫製品の担当は同省製造産

業局繊維課が 七`たることとなり,産 業構造審議

会に繊維産業分科会か設置された

2002年 同 年 2月 より戦後最長景気拡大期

(2007年10月まで)に 入った

2003年7月 継 産省産業確造審議会織雑分村

会でとりまとめられた 「日本の繊維産業が進む
べき方向ととるべき政策Jで は内在する頭点に
ついて分析された 今 後の5年間は最後の改革

期間だとし, ここでは中小繊維製造事業者の自

立化政策が取り上げられた

2004年4月 米 デュポッ社は絞維 ,衣BR部門

をインビスタ グ ループにまとめた上で売却し

機維離れを行った 同 5月 筆 者は客業生産コ

ンセプトを発表した° 同 12月)EU衣 』R・織

(841)
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維協会 (EURATEX)は , EU繊 維 ・衣,R産

業2020年ビジョンにおいて!量 産脱却のカスタ

マイズド マ ニュファクチャリングのヨンセプ

トを示した
'

2005年1月 世 界貿易機関 (WTO)に より

繊維輸入割当制が紋廃され, クォーターフリー

時代に入った 中 国の経製産業の発展は著しい

ものであった 同 6月,独 デュルコップ ア ド

ラー社を中国シャンゴン グ ループ上工申貝

(集団)SGSB Gr。 ■P Co,Ltaか 目収 した

同7月 EUの LEAPFROG CAブ ロジェクト・

テクニカルエディンョンに, ものづくリシステ

ムの進化のまか発表された
印
 同 11月、経産省

ヤま「ものづくり国家戦略ビジョンJを 発表,量

産脱却のものうくり′`ラダイム転換が受HRされ

た“

2006年 5月  独 ケルンで IS/1B2006メッセが

日かれト ク ォーターフリーに対応した動きと其

にぅ縫製機器も先端技術を競うより,現 実的に

すぐ使える機器が中心に展示された

2007年 5月 23日 経 産省繊維産業分科会でま

とめた 「新繊維ビジョン～技術と感‖で世界に

飛躍するために～Jが 発表された こ の年10月

で総務省が認めた戦後最長景気拡大期間は終わっ

た し かし,実 感のない点気拡大といわれた

工業統計により衣服その他繊維製品製造業 (従

業者 4人以上の事業所対象)の 出荷額を50年間

にわたリグラフにしてみたところ!1991年 まで

右肩上がりであったのがこの年をピークに右肩

ドかりに転じた 上 記ピークの1991年の事業所

数 3万 1,651,従 業員数58万3卜807人. 出荷額 4

兆9!096億4千 万円であったのが,2007年 には

事業所数 1万 2748,従 業員数22万4,278人,出

荷額 2兆 764信 2千万円に下降し!長 期の右肩

ドかりが続いている

2008年 独 パフ社は会社更正法適用を中請し

た 米 ユニオン・スペシャル社は日本のJUKI

から離れた 同 年後半ぅ米国発の金融危機によ

る世界同時44済不況が起こり,製 造業にトヨタ

ショックが要った 輸 出企業では緊急対策に大

わらわとなった 織 維 ・ア″くレル産業に対する

産業政策も予算を自立化事業に使い切って

2008年度を最後に廃止となり,以 後は中小企業

(842)

lx策に合められることになった

2009年 日 銀短観は同 3月の景況感が過去長

悪と発表した 不 況下を耐え忍よ11となった

製造業の派遣社員,詰 負社員の解雇急増で, も

のづくリブア敵増となる よ 〕R消費は落ち込み,

ユニクロ H&M,ザ ラなど一n/1の好調企業を

除さ, 高級ブランドを始め,衣 服全般に消費不

rrか襲い, 百貨店 ス ーバーなどの衣lRの売り

上げは連続してEl年割れとなった

8 現 在―一 ものづくワ木ラダイムヘの変換

消費者に対しては12009年 3月 17,か ら消費

者庁設立関連法案の国会審議がスタートした

ものづくりに対して,人 員削減は企業の技術力

を削ぐと危慎された 繊 維産業ェアパレル製造

業にはトヨタンョックによる解雇急増はなかっ

たが、現在の課題は, 自立化事業では国内消費

の減退にとう対処し克'Rするか ま た海外進出

には円高と欧米の消費減退に対してどう克取す

るかである 当 高iはこの経済危機に緊急対策と

して 「日本力Jを 発揮して打開することである

経済危機か去って1現 れの緊急対策により切り

抜けた後にi ものづくりの本格的対策が必要と

なる 政 府は成長戦略として産業助成策を打ち

出し, 中長期の経済成長の基盤作りにつなげる

とし、その中に 「底力発揮Jと して,ア ニメや

ファッションなどのコンテンツ産業の輸出額の

拡大を目指す 今 後について総務省が発表した

2008年10月1日現在の推言r人口は, 日本の総人

口 (日本人と外国人の合計)か 1憶 2769万

2,000人で 3年 ぶりに減少に転じた 人 口推計

によると,以 後少 r化により長期の人日減少過

程に入り,経 済は右肩下かりが市態となろうと

いう 国 内市場は人口減で少客化となリ ー 方

海外では人日増で多客化が続く も のづくりの

あり方も変化が避けられないだろう こ のこと

に回しては,1975年 にアメリカの経済学者ダニ

エル・ベルはその著 「航工業社会の到来どにお

いて、 ll l工業社会 (第一次産業主導)力おら工業

社会 (第二次産業主導)に シフトし さ らに8H

工業社会 (第二次産業やサービス産業主導)が

到来すると説いた 塚 晨太一は1985年発行の者

書 「如価革命Jに おいて 工 業社会 (モンの価

繊消話



碩社会)は 終わる 知 価社会 (知識,知 恵の価

値社会)お 始ヽまると説いた 現 在、わか国のも

のづくりのGDPに 占める割合は 2割 を切っ

ている 筆 者は1998年4月 に生産は工業生産か

ら客業生産に転換するだろうと述ぺ 2004年 5

月発刊の著語 「チェックリストによる 少 電 ・

短納期生産 モ デル維製工場 実 践ガイ ドJて

客業'産 の特徴を表で説明した こ こでは生産

の時代を,穀 人の製作‐大量生産-8L工 業生産

(マスカスタマイズド自動化生産)→
‐
4業 生産

(注文生産)と 4X分 で示 した 翌 年 7月 に発

表された EUの LEAPFROG CAプ ロジェク

トでは, ものづ くリシステムの進化を次の 4時

代区分て示した 職 人誂え一大量'産 →自動化

i産 →カスタマイズド生産の 4区 分である 内

容は行者の各業生産と同じコンセブトであり,

今後の生産についてEUの プロジェクトか午者

の考え方をフォローしているように感 じている

同年11月に経産省は 「ものづくり国家戦略ビジョ

ンJを 公表 した 従 来の製造パラダイムから

十ものづくリパラダイムJへ の転換を求めるも

のである そ こには新たな価値創造か目指され、

サステナブルであるため 「物質負荷 人 間負荷 |

をかけず.顧 客 消 費者の満足を高めることに

より実現を図ると提言している も のづくり′(

ラダイムも■者のを業生産のコンセブトと同じ

方向のものであり 意 を強くしている 本 格的

対策は客業,産 に転換することであると確信を

深めている

9 末 来 一 筆 者が提唱する客業生産

同違いがものづくリプアを生む ツ サューショ

ンは先ず,吊違わないことである 「構造改革な

くして景気回復なしJと して進めた構造改革か,

破滅的結末を迎える恐れがあると論じられ、金

融の失敗が世界不況を起こす中.間 違いの指摘

や反省が日会質疑に表れ!政 治の間違い.行 政

の失敗, 司法の誤害などに示され、農水白書は

反省, イオン社 も反省の広告とメディアを振わ

している 脱 工業社会の中では,大 量生産を統

けようとするのは,間 違いである そ してその

間近いかアパレルものづくりの低付加価値や艦

からなさを結果し, ものづ くりに衰退をもたら

Vo150 No 10(2999)
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しているとも考えられる 間 違いのないシナリ

オで木来を展望しなければならない 筆 者はア

グム ,ス ミスの経済原論に7fべられている経済

学公理に基づ く客業生産 (Ordust■ia1 0rduc

ho■―何れも害者のた語)と なるべきだと説い

ている そ れは, ア ダム ス ミスの経済原論

「同宮論J(1776年 刊)の 第 4編 において!「……

全ての生産の唯 の 日的は 消 章である 生 産

者の利益は,消 費者の利益を促進するのに必要

なかきりでのみ)配 慮さるべきである こ の公

理は7E全に自明であって, これを証明しようと

するのかばかげているほどである し か し,

重商主義においては消費者の利益は殆ど生産

者の利益の犠牲とされており,消 費ではなく

生産こそがあらゆる産業と商業の究極の H解

であると間違って考えられているように思われ

る…… rⅢ

さらに,国 宮論第一編に,生 産の能率向 卜に

は何より分業をイiうことだと説いている こ の

分業を流れ作業にして生産ラインを作り上Fすた

のは自動車生産のヘンリー・フォー ドであった

工業上をの流れ作業方式は204紀 の生産モデル

となり 1性界恐慌の後に縫製工場でも取り入れ

られ 大 量生産卜大量販売,大 富消費,大 量匠

究の工業社会を現出した し かし, スミスは国

言論の第五稲で分業のデメリットを指摘してお

り十分業が人Fh5に有害な影響を与えるとした

その後,ケ 業は近代社会の根本的病弊のひとつ

になえ上げられるに=る のである そ れをマイ

ケル ハ マーはその著 「リエンジエアリング革

命J(1993年 刊)に おいて概要,次 のように述

べた ア ダム ス ミスが最初に指摘してきてか

らすっと 企 業組織の如になってきた分業はも

はや機能しない こ れまで,大 量t産 )安 定.

そして成長を目標としてきた/rt業は,顧 客.競

争.変 化によってクィック・レスポシス (機敏

性と迅速化)と マルチ ・レスポンス (柔軟性)

とを求められる世界では成功できなくなったと

する リ エンジニアリング後のビジネス・プロ

セスに見られるもっとも基本的な共通の特徴は,

組み立て流れラインがなくなり!以 前には分業

されていた仕事や業務が統合され, ひとつにま

とめられ こ こではセクショナリズムを伴わな

(843)
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い こ れを統業という 専 円教育も統業的観点

を欠く そ してわが国の組立工場では,い ま多

くか 「セル生産方式」と呼ばれる方法で生産さ

れている ベ ル トヨンペヤーを使った数十大規

模の流れライン体制ではなく、少人数で完成さ

せるやり方であり そ の方法を生産のムグ取り

の中で山田臣登志が編み出したとす NHK総 合

テレビは放とした
に ア パレルの自動化生産に

は無経製技術が取り入れられることになるだろ

う エ ントウエアには鳥痛機のホールガーメン

ト機か,ニ ントウエアと織物ウエアにはインセ

イミヤケの無絶製 A POCが 開発されているり

■産が顧客に対してクィックとマルチのレスポ

ンスを高めるには1分 業は否定される そ して

生産は見込み■産を止めて,カ スタマイズ生産

にならなくてはならない す でにマス・カスタ

マイゼーションの時代に入っている 産 業か作

り過きで膨大なロスを出すことを にあ!価 格の

崩壊をljいで も のづくりが新たな価値倉Jとに

結びつき.付 加価値を高めるのは,注 文生産の

外にはないのである 常 設取 りとされるだろう

が, これが間違いのないソリューションである

と考えておリ ア パレルものづくりの末米もこ

の方向で展望が開かれるのではないかと思って

いるわけである
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